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Ⅱ 児童福祉施設における食事の提供及び栄養管理に関する考え方及び留意点 

 
児童福祉施設における食事の提供及び栄養管理は、子どもの健やかな発育・発達を目指し、子どもの

食事・食生活を支援していくという視点が大切である。 

児童福祉施設においては、食事の提供と食育を一体的な取組として栄養管理を行っていくことが重要

である。その際には、一人一人の子どもの発育・発達への対応を行いながら適切に進めていくことが重

要であり、子どもの発育・発達状況、健康状態・栄養状態と合わせ、養育環境等も含めた実態の把握が

必要である。実施に当たっては、実態把握の結果を踏まえ、PDCA サイクル（計画（Plan）－実施（Do）

－評価（Check）－改善（Action））に基づき行っていく。また、施設の中では、様々な場での関わりが

あり、全職員が一体となり進めていくことが大切であり、多職種の連携も重要である。あわせて、子ど

もを中心として、家庭からの相談に対する支援や家庭との連携、地域や関係機関との連携を深めながら、

食を通じた支援も求められている。食事の提供にあたっては、「日本人の食事摂取基準」の適切な活用、

食育の観点からの食事の内容や衛生管理についても配慮しながら進めていく必要がある。 

児童福祉施設においては、これらの点に配慮し、「心と体の健康の確保」、「安全・安心な食事の確保」、

「豊かな食体験の確保」、「食生活の自立支援」を目指した子どもの食事・食生活の支援を行うことで、

ひいては、子どもの健やかな発育・発達に資することを目指すことが大切である。 

このような子どもの健やかな発育・発達を目指した食事・食生活支援の概念図が図１であり、この「児

童福祉施設における食事の提供ガイド」が目指すところを示したものである。以下、これに沿って食事

の提供及び栄養管理に関する考え方及び留意点を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 子どもの健やかな発育・発達を目指した食事・食生活支援 
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